
－－－

参考資料
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【参考】水需要予測の用語解説

●水需要予測…水道施設整備における水需要予測は、将来の水道施設の能力規模を算定することを目的に行う。
将来の水需要の動向を予測し、想定されるリスク管理等に必要な水量を加えて、水道の安定供給のため

に必要となる水道施設の能力規模を算定する。

●有収水量…水道料金徴収の対象となった水量｡水道メーターを通過して実際に使用された水量であり､水需要そのものを表す数値。
水需要予測を行う際には､この有収水量から予測を行う。

●計画有収水量…有収水量の予測値｡予測に当たっては､水需要の将来推計に加え､新たな水需要を伴う計画(工業団地の造成

や大型施設の建設等)、深井戸使用者の水道への転換等の水量などを見込む。

●給水量…給水区域に対して給水した水量｡浄水場から送り出された水量で､水道管工事等で使用する作業用水､パイプラインから
の漏水､水道メーターの不感水量(微量の水量は感知できない)などが含まれる。

●計画給水量…一日平均給水量の予測値。

●一日最大給水量…給水量の年間最大実績値｡例年､夏場や年末の需要が高まった時期に記録している。

●計画一日最大給水量…水道施設の能力規模の基礎数値｡計画負荷率を用いて決定する。

●負荷率…－日平均給水量と－日最大給水量の比を表す率｡「計画負荷率｣は､将来予測における設定値。
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【参考:有収水量(予測値と実績値)】
※数値は次頁に記載

’i淵
(m'/日）

水脊顕予測

実施時壷全体水量

~、
70000

-一－‘亀～､一－'－－声一一
一

～／
－．

－

～"
－－

－J面■1－

→－鶴～｡60000

生活用水50000

一③－－●－．
40000

１
１

30000

業務･営業用水 一今一一今一一今一一一一一一一一●一一一●一一＝●
．_今一一●一

一

20000

-.-=一二名

10000

工場用水
※工場用水のH27年度以降の予測値は大口需要

(SSKの修繕船一隻当たり使用木鼠を墓碑とした数鐘

－．－←-..-一－一●－－－の．一一→－－←･･･一令・－－÷－-一・-,.-･◆

-←→－や一一号一→－－⑧一一÷一
その他の用水 2－包一r2---書二二薯

0

H4 H5 H6 H7 H8 H9 H10H11H12H13H14H15H16H17H18H19H20H21H22H23H24H25H26H27H28H29H30H31H32H33H:H35H36 1

く新規読要等＞

H24水需要予測では、新規需要及び地下水利用の専用水道事業者等の

水道への転換リスクを見込んでいる。

右記は赤字が予測、青字が実績。

H25年度【新規】給食センター(2301''､/B) -|25年度【実績】給食-ヒシ,ター供用開始
H29年度【地下水】1専用水道(400111､／日）

H30年度【地下水】4専用水道(779n1'/B)

【地下水】1工場(400I11'/B)

H32年度【新規】水産加工団地(250111'/臼～7701I1'/B)

【新規】つくも苑跡工業団地(701'',／日～210m'/B)
xH32から淵36に段階的に墹加見込み
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【参考:有収水量(予測値と実續値)】
全体水湿 生活用水 業務・営業用水 工場用水 その他の用水

’ 予測値 実紙値 実繍値実績値 実績値 予測値 予測値 予測値 実統値 予測値

691884

71，491

63，732

46,613 19,568 3,634 69H4

47，684

42，445

20，017H5 3，718 72

17，900 ３
４

２
４

３
６

ｔ３
２

H6 64

H7 62，512 40，874 18，933 61

44，229

44，947

20，826

20，958

3,094H8 68，209 帥
一
鯛H9 68，874 2,901

44，725H10 68，818 20,861 ７
５

６
２

１

０

３
３

65

44，099 20，419H11 67，604 61

H12 68，958 45，282 20，915 2,700 61

H13 68，574 45，646 20，348 2,525 RR
qU

H14 68，355 45，975 20，030 2,284 66

68，343 45，268 20，303 2,699H15 73

H16 68，376 45，644 19，975 2,675 82

H17 67．118 44，806 19，566 2．667 79

44．550 20，177H18 66．919 2，124

2，505

68

H19 66,183 43，856 19，755 67

H20 64，053 42，909 18，330 2，717

2，096

97

H21 63，769 43，285 18，323 65

H22

H23

63,249 43，281 17，797 2,096 75

17，48662，345 42．884 1,890 85
予 洲時点

17．34162,046 42，824 42,731 17，223 1,968 1,874 69H24 62，084 100

H25 61 ，666 62．015 42,887 42,630 17，286 17,427 1,436 1，858 R7
口ノ 100

H26 42，032 16，873 18，377 2，423 5760，414 63,803 42,903 1 ，452 100

68，946 42，915 19，327H27 66n4 100

70,467 43，268 20，313H28 6786 100

|-129 72,396 43，633 21，696 6967 100

43，558 22,597 100H30 73，707 452

73，981 22，718 7539H31 43，624 100

43，676 22，840 7949 100H32 74，565

10022，961 8．04074，755 43，654H33

75．247 43，61 1

43，531

23，082 454 100H34

23，203 8．55 10075，385H35 ず･工場用水のH2ﾉ年度以降の予測値は大口需妾

SSKの柊繕船一樫当たり使用水璽を基礎とした数他
10075,692 43,290 23，323 8979H36
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【参考:生活用水原単位の予測値と実績値】
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一・一.実続値--←-．予測値
※単位(Q/B/人）
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【参考:冷夏に関する気象庁発表】

気象庁報道発表（平成26年12月22日） 気温(℃） 原単位
ミ 6月 7月 、’ （0）

222 250 253 242 204250 25．3

29．0 29．1
西日本は､2003年以来11年ぶりの冷夏 215 266 28．5

日 の､′ ＝:日｜ 、、'、高＝ 日へ L ､ 1つ－ 多
#-GIE<､2003"lZA*n",S"こ､.､ たLI *Eこ昭 、なり少なかった｡特

に､西日本太平洋側で1946年の統計開始以来､8月における月間日照時間の少ない
記録と月降水量の多い記録を更新した｡一方､北･東日本では、日本の東海上の高気
圧が強く､高気圧周辺で南から暖かい空気が流れ込んだため､また､沖縄･奄美でも、
暖かい空気に覆われることが多かったため､夏の平均気温は高かった。

夏は､梅雨前線の影響は沖縄･奄美を除いて弱かったが､主に7月30日からの2つの
台風や前線等の影響で広い範囲で大雨に見舞われたことから(｢平成26年8月豪雨｣)、
北日本､西日本太平洋側では夏の降水量がかなり多く､東･西日本日本海側でも多

※気温は気象庁

HPの統計､毎料の

もの｡網掛けは

青が冷夏、赤が

給水制限を伴う

渇水の年。

かつた｡また､西日本では、気圧の谷の影響と太平洋高気圧の西日本付近への張り出
の日，､、 、、ょクょ 、しが弱かった” 油は、2003以11

畦
H21 228 263 278 256

H22 232 269 293 265

H23 231 272 278 260

H24 230 271 290 264

H25 237 283 291 270

H26 223 261 265 250 188

ぶりに低く、冷夏となった。一方、日本の東海上で高気圧が強かった影響で､高気圧

周辺で南から暖かい空気が流れ込んだ北･東日本及び暖かい空気に覆われることが
多かった沖縄･奄美の夏の平均気温は高く､北｡東日本では5年連続の暑夏となった。

【 合男0 l凡

と6つを各月に割り振って算出したもの。※用途別･月別水量は､検針月(2か月に－度)の水

清~達

全
Ｌ
‐
鼻

ー

島

H23-H25平均 H26

と
l■■■■ 三活用水

H23-H25平均 H26

劃
ラ

。
。
一
Ｊ
″
ヴ
■

隆
乏 努･営業用水

H23-H25平均 H26

一
一 二場用水

H23-H25平均 H26

4月 62，335 60，110 43，115 42,091 17，302 16，590 1,644 1，370

5月 61，327 59，785 42，233 41，358 17，476 16，820 1，931 1,562

6月 64，960 62，424 44，172 42，762 18，697 17，984 2,040 1，631

7月 65，075 61，596 43，803 42,131 18，798 17，983 2,048 1，414

8月 64，186 60，838 43，669 42，122 18，143 17，252 2，056 1，397

9月 63,472 61，493 43，946 43，193 17，475 17，017 1,749 1，220

10月 60，372 59，469 41，900 41 ，569 16，705 16，637 1，653 1,201

11月 62，335 61，605 43，473 43，014 17，322 16，926 1，589 1，606

12月 60，440 60，131 42，476 42，269 16，560 16，251 1，489 1，554

1月 58，516 58，077 40，940 40，775 15，960 16，034 1，508 1,207

2月 62，776 62，145 43，467 43，386 17，290 17，379 1，655 1，312

3月 58，030 56，831 40，463 39，911 16，018 15，665 1,392 1,193



【参考:気象条件と水使用の関係性】

1'''/日
有収水量(全体）

75,000
日平均気温と言ﾖ水量 銭

』
一

平５２Ｈ３６－

２
２
Ｈ
Ｈ
一

一
一
一70,0006

相関:0.87
、

一一一一－

65,000

季－ヶごf
60,000 畢一一一一縁″

叩
箇
仁
』

1 ．亨 一瀞: ‘i･ :露昌"? 患ふふ‘‘呼
55,000

■キミ寿

:灘臓べ櫻噂 50,000吟

異

影

響

4.月 5月 6月 7月 3月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

45，000

過去20年間の気温と当日の配水量の関係を表したもの。 ℃

30．0
平均気温の比較

グニーニーー一一一一、

概ね20℃以上では､気温と配水量に明確な相関が見られる。
(気温が高いほど配水量が増加する）

出-0

．概ね15｡C未満の寒い時期は､気温と配水量の相関が弱い。
（冬場は気温の影響が弱く､夏場は影響が強い）

10．0

15．0

／ 1 ().(）

§0

ljl 出凡 （､月 "･I all ヅ 10ハ 11脚 12ﾉl lJ1 ど lj l
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＜参考＞新規宿泊施設の動き

パラダイスガーデン(同社ホームページより抜粋）ハウステンボス(記者発表資料より抜粋）

－ユースリリース
一新館建設のご案内一

叺十11- ．rl3

ノロステンボズ
‘14戒27<Iﾐ I lI27iI

八画砿9"〃乃厩4SE

平素より穿社菜務におかれましては､格男Iのお引立てを賜り､厚くお礼申し上げます。
さて表題の{牛に間しましては､2016年春頃､開業を目指し新館を建設致します。
当ホテルが間菜して7周年を迎えました。
今まで塘ってきたサーピスロおもてなしの心を簸大限に活かし､更なる地域貢献やお客
媛満足度アップを目指し､佐世保(早岐｡ハウステンボス地区)の魅力となるよう違進して
参ります。

スマートホテルプロジェクトについて
l ll:界初のI』－コス|､ホテル 2015年7ノl鋪一期IIM*

(略） つきましては､下記日程で工事を行う予定でございます。
お客樺の安全を最峻先し､ご不便､ご迷惑を最小限に留めるよう最善を尽くす所存でご
ざいますので､何卒ご理解ご協力を限りますよう､宜しくお願い申し上げます。

【実施日程】 2015年9月24日(木)～2016年頃

【時間】 午前8時～午後6時

【工事内呑】新館迩設に伴う周辺設備a新館迩設工事

【音出作業】工事期間中､青出し作業もございます。

【工率エリア】長筒県佐世保市崎岡町853-12＊散地内での新館建設となります。

今後､工覗スケジュールについては多少変更になる埋合もございますのでご了承くださ
い。又､変更になった際は､適時ご連絡申し上げます。

iス･ﾐﾌｰ･ I､小･アル．.''r'シェク l・ 全IMI‘鹿】

赤』'･ル名我か水．.'･ﾙﾍｰ'鯉フ!)稜:ﾅるFとお釣:帖j-るホプ･ルー

lj〃1;〃！ 災嫡ﾘﾊ佐11脱11jハウ:八う・‘ンボス川!．

．+rlllI1IIWn： 16，1(12.7211i

処'k面積 5．5:I().Wnf

'が宗欺 【‘1,1宝

（第.f脱平成27f|:7」1 17「I倒鷲斑･if 第三間平成鍋〈1噸梁．Wiず 72二侭 ）

諒一・M似楓泌

噛地I賑l￥ ､ 19.】無.92IIr

砥側:而鰭 ;1,31 1 . 111㎡

階峻 jlI1 I:2併咋

秤bf職 72竜

【八ﾀｲフ. 普制､271,『. 'M)瓶｡Bﾀｰfソ21.池tiI／2()弓( ．Cｸｲブ郷.75『心/l型率)

W繩『 飲什ﾅ,'（

.r事1IMINl tI城27竿1 11 1二ifl～､IfIb2雪惇fjl左-f赤．

投if1． ，K点大学』.Iえ’'《伎術｡,郡所川娠ﾄﾙ究窺(殻ifl‘閲"縦式会社11大殻削･)

篇T 唾此灸11膳け蕊

歸二明圃 ’司運

罰地師晴6.“91M

延味而彼 1 ．9”､ 1今l Ilf

化没 二 1世}弓21瞥迅

､詳･il激 7茎:､

f､1.ヶ･「．／211,『．，同'す〔 ･ If〃ｲｰ/:1爵､T／lH2幻

瞬i許 人jIlf（C1.,1,1麺§） ・部sj断

匠･Iか,1問半戎瀕ｲIﾐN" l:tﾉｰ望跨迦樹ｲlもユJ1友r･岸

設胃| K八J IM八 l〕l悪”G評 〈設汁|協力化友#|罐株式会社)

帷T- 卵忌弘批隊式灸肱洲.．$I| ､幻占 （箔1号・披術戈縄 ｛1火Ⅱ:爺柿.式表辻)

【施設讓梗】客室地上6階

【客写数】 141雲(ツイン140室､バリアフリーツイン1室〉
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冬
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く参考＞九州防衛局からの回答
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前回の回答
一～一℃一÷－－－－－－－ーっ－~－

九防企地第602号

平成28年1月22日
.L〆万；．60（）3

24 1 2 2 1
佐世保市矢

朝長則男殿

九州防

川

防衛施識における水需要の将来見通しについて

語

？！’ 一一宇 bロー写一
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平素は、海上自術隊佐世保地方総監部、陸上自衛隊相浦駐屯地及び米海蹴佐世保基地等の防

衛施設の安定的な運用につきまして、濁市からご理解とご協力をいただき感謝申し上げます。

さて、改めてII】し上げるまでもなく、佐世保市に所在するこれらの防衛施設は、我が国の西

っ．‐で

半』‘ﾉ、．』 、 ・・ 1． 啓 ．ざ‘泉§世建・亨！ §‘‐ 了； 、 ．?ミ ヒf ゞ ？ “ ＃。 ：” ， ?､篭屯?K及び
F '
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● ク マ

市う、F： ご鐵寓.とご家力を患 、姿.ど妾、角:;勇･南し‘‐鍔簔･オー

さで 改絢て ‘ゞ ‐・ 、''÷－上跨る髪でもオ画く、これらの．.≦ ､§& 、：、‘－，我

、息：として輪､篭オと役鰯を?;ず－：の噸‘『の‐:：＄）‘か'《 ． 一鼠Y ；‘） 、､念_垂上_も_ニーー
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変な運用がなされていくものと考えております

防衛省においては、「平成26年度以降に係る防斯計画の大綱について」（平成25年]､2

月17日国家安全保煉会議及び閣議決定）により、危視すべき点として、島鰯部に対する攻霊

への対応が示され、同大綱に従って定められた「中期防衛力整礁計1町（平成26年度～平成3

0年皮）につい．C」 ．(平成25年12月17口国家安全保障会鑑及び閣議決定）により、島喚

への侵攻があった鳩合、速やかに上隙・奪回・確保するための本格的な水隙両用作戦能力を新

たに整備するため、･連隊規槙の複数の水陸両用作戦専門部謙等から構成される水隙機勅岡を新

皇えて為り裳-1-:
これらm!<li :2: !- i ｡!の表鍾′；7歳,f用!こあたり Lデ末の''1iえる計．§煮

‘乳‘へ、 これる…i“,､ 、こおふる参:聡な；息:; :藍を支える；:：胃'だ‘軍費であり
．&‐ 、oL ､ ｩ

そのI＝ ；;≧ $｡;，を：渋く ，r弓子 一いるところでイー

先願~: 、 に2 ，1 ’ 1 28 1 4 I;付24増水ざ芋『′377（こ‘長り‘:．と

;‘'の.論n畳し 弓 :市）； #‘ ‘え ．;: ;誉： として紅卸 ，こまれてお‘うれる石木
争 ､ むつ 、11 ~. ｡ ←卓‘ - ,､ ･･ w 尋 ｡ ｡.

ダム ・‘ ．､ ， 6，－ ． ‐ 、‐ 皿司'1．，・ ‘i， ？~ ター。 、 ’ 。、 ・ ． ・・ ・!i ， ・ ． ．． ．＝‐ に； ける水｡託‘蕗の ．、

，_ ，こ・つい‐ご、 し 。 ‘、綴、 、 ．、、 … 、 ．’＝ ず‘‐しま ‐~‐ ‐L、‘｡k . t '、の ‐・ 島、 、'41 #良リ ‘'ず 、

二萱 と‐ 、:↑も ‘ ，宴《11‐の察；、 '‘ 、｡~、輿.篇かじ． 『 ‐’－1 ．；‘,、 ，， 、 ，－，－ ‘ヘ 、 ‐ 、 ‘;《‘曝婬を冒f：

’
編することとしています。

’また、崎辺西地区への配備が計画されている陸上自衛隙の水賎両用車部隊との連携を図るべ

く、

能な 大規模な岸壁等を蕊償することを検討しています

して ↑ろこれち方:?｡ 、国: 〒 jこお．十る：13 .購を支え、 万j3． の災一謙寺の皇

ら施設における多標な活動を支える煎襲な蕊素であり、その砿要性を深く認瀕しているところ

です。

先般、27佐水源企第154号（平成28年1月15日）で依願のありました、貴市が水源

不足の抜本的解決に向けた最重要施策の一つとして取り組まれている石木ダムの迎股零業に伴

う防衛施讃における水需要の将来見通しについて、九州防衛局といたしましては、上述の将来う防衛施讃における水需要の将来見通しについて、

一ろこ十一
．〃 て、以咲鯖ゲー，
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的視点、また、防衛活動の堅持という観点から、］更には、近年、重要性を期しているこれら防

蒲施設における運用を支え、万が一の災轡等の緊急時や有癖における迅速かつ適切な諸活励を

です。
－

そして、以上申し上げたように、貴市に所在する防術施設の安定的な連用裁境の確保の観点

から、本施策がその実現に大きく寄与するものと認臓し、その推進について望んでいるところ

です。
－
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【参考:工場用水(小口需要)の過去実績】【参考:観光客の内訳】

’小口需要
'n'/B

前年比宿泊年度 日帰り 年度
'n'/B

1 ,190,900人3,225,900人H17
H4 1，695

1 ，332

3,442,800人 1,282800人H18

肥
一
肥
一
Ｗ
一
脂

－363

427

3，413，600人

2,406,000人

1，429，100人H19

1 ，7591 ，350，600人H20

H21

H22

2,795,300人 1 ,059,300人 831 －928

3，130，500人 1，112，500人 934

1，037

1，316

103

103
3,166,500人 1 ，139，400人H23

H9

1 ,21 1 ,700人H24 3，775，200人
H10

H11

H12

279
3，857，400人 1 ,528,100人H25

※数値は佐･IM:保市

全体のもの
1 ，218 “

｜
那
一
恕
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【参考:SSKの意向確認調査結果(H28年1月)】
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雌'11:保市災 ’1ﾘljを!{ﾘjル雛

水:『蝋の将来兇加しについて（l5I韓）

､'4成2S(Ii lハ21H

佐IIt保戒I難株式会社 ・〆

(‘:職におかれま1.,てはⅡｷｰlざ食零1.東す．ご消祥のこととお群びIlIし上け．まず一

代炎取締役社↓ざ fi･け 11↑介"､

先般他i';iirにおける将來の水竜#耐|･両旋定におきまして、･や；l:の縄尚方fl･にご配職いただき、次にあ

りがとうござい黄した、

ノ
『M、あらためてお等ねいただきました、将)I‘の見通し及び現在の水使附状況につきまして、以ドの

.:2おり1両11．曽さ･uFていただきます-ので、ごnl1解、ご協力のぼ増.l:ろし<:1割ハル､いたし.烹寸

l 弊趾における現ｲI§の水使月l状況について

塊“漉船令界では跡抽9なぐ,I争が激しくなっており、弊tにおいても今後の設31．力やF'発力の強化、

､班､世ﾉﾉの軟化をIi1術しており走弓1-←その‐･城として、ご永知の油り、去る平成2<;年10ハ1Rに様式会

『|:焔.卜1.遊船所.と,鍔･『滝合を行い、Iri職の完全子会社化により名村餓船所’ﾉﾚｰ･プの･ ･､lとなり、グル

･ゾ榊|:のノ!ﾝハウやスケー･ルメリッI､を活かした詞争力の強化､を瀧めております。

竃I}ハ・降職船1鐘においては、難哉･して受注を'1iねており、その如度は報侭純合以降、咽加W(向に‘ら

り虞ず 鯵ｳ辱船'1『謎における水使川状況ば、ル1阿回巻しましたとおり、蝦初の工猟である船体洗浄で大

職のh'i'瀞ｵ19水』ｱi水を枕川寸.る必典があり、水rtは船の･ﾘ･イズや状陸、船睡による迎いはありま．ﾘｰが、

舟狼IF- ．鯉こ必嬰と弓)･る水蝦企ｲド(ﾉ)‘孔れ8簡'1礎度の水縦を使用弓)､ろと考えており求冤j‐

燭よには、
＝ ■ ▲ 1 凸 ■■邑凸 凸 △■ 一 二 ＝＝

ゴー
』

があり．他にも平成26イド12ﾉ1の1典当たり約7,000㎡／11、、'2戒27年Gﾉlの1 ．隻当たり約41,200''f

／11など、 1，に火刑:の水道水を使用した．』獄があることから、蹄'7において見込まれた水戦は、Al慨

眼碓保していただきたい水{11として今後もご険荊いただき烹弓)-,kう、，kろしくお恥いいたし烹冤)-．

厳お、iil回側群いたし謡したiI『ﾉIi水につき童して、弊社独lのiI＃生水利川は、』WI梨､コストWIiや笂輸

スペースのIAiで、爽現ktI烈郵と琴えておりますまた、市の再生水郁更の利活用についても、供給能力

ｲ:足のため、トイレ蝉での利用{',り2にしかたﾔﾉ側ｵとい点に礎わりはございません．

〆 ，､ 争巳 .q▲

年. P

fJ ,

へ
》

2．聯祉における符寮の見通しについて

弊社においては、窪稚統合陵の蛎嚢職砿の骨子の1つとして、グループの一員である函館どつく株式

会社と協力しながら、修電船奪業の事業甚壁強化をI]指しておりま現これは平成25年に演定した新

中期経鯉1．画における「事業運営体制の兇威し・強化jを路鍵したもので、前'○順1審と同様、織船・修
僧船本妻の受注拡大を図る方針は蜜わっておりません。

また、瑚案鞍晦として名村造船所グループ内の各拠点を活用した柔軟かつ戟臨的な受注体制の獅築も
目指しており、これまで以上の受注品の1W加が見込まれることから 各ドックの蘇微率も今後はさらに

上昇していき、これらの水使用が同時に発生するケースも考えられますb

以.kのことから、今後の弊社の経営職略辱を考血しますと、前述の最低畷鉱保していただきたい水斌

や、今後の興・通しについては、引き鮫きご蟄解、ご協力いただきたいと考えております。

以 一k



【参考:新規需要等に関する意向調査の結果】

現時点での

変更の有無

将来の見通し

(増減の可能性）

調査

年月日

H24予測での

見込み水量

地下水からの

転換可能性

備考

(間取り内容等）
調査箇所

使用水晶増の

可能性あり

ホテルオークラ

JRハウステンボス
変更なし359m'/日 ある 観光客増による需要増H27．12.2

さらに約20n''/日の余裕が

必要
業
務
・
営
業
用
水

54nf/B 変更なしH27.11.27 ある 観光客増による需要増ホテルローレライ

ザ
禺
猫
心

観光客増による需要増

ホテル新棟を建設中

ザ･パラダイスガーデン

サセボ
増加の見込み186111'/B 変更なし あるH27.11.27

180m'/B 変更なし佐世保祐牛隙I H27.12.2 ある 現状は見込みどおり

400m'/B 変更なし 増加の見込み佐世保刑務所 H27.11.27 ある

新工場建設の考えがある｡敷地に余裕が

あるのは佐世保市のみのため､その場合、

使用水量も増加となる。

将来､井戸水での使用量増

を見込んでいる

信越石英

佐世保工場
400m'/B 変更なし あるH27．11.26

工
場
用
水

三
一

210m'/B 変更なしつくも苑跡工業団地 H28.122 一

一

〆

三三
変更なし770m'/B水産加工団地 H27.12.28

／

串一
一

嘗 浬 争\一盆 二三章

-I
意向調査

・今回の検討に際して､改めて実施したもの。

・現時点における見込み水量の変更の有無､水道への転用の可能性の再確認､将来的な見通しについて確認したもの。
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【参考:代替案検討にかかる補足資料】

●既得水利の転用●他用途ダム買上げ(県のダﾑ検証資料より）
｡ ■ ■ ｡ b ■ O や 申 却 ■ ● ④ ﾛ ‘ 守 凸 ､ ■ ゅ ■ ● ｡ ● 早 ● ■ ｡●凸 ■ 辱巳 ｡ 凸 ■ ●｡ ■ ･ 辞 ■ 凸 口 凸 Q争qp■ む ■ ご g ■ ■ 句q● ･ Op q G ■ ひ｡ ■ G● ● ■ ･ ロ ム ■ ● n L a 凸 ■ ■ 。‘

県北地域の多目的､治水ダム一覧

河川管理者か〃 のことナ ー調

･佐世保市内及び周辺の2級河川において､水利権に余裕がある河川は存在

しない。

･転用可能な遊休水利権も存在しない。

･渇水等の緊急時においては､随時､渇水調整等による対応を行うが､現時点

において､佐世保市が恒常的に利用可能な新規水利権(及び転用)の余地

は無い。

瀬j水対策としての適馬の可能性 L___
県北地域には複数の既設ダムが存在するが､洪水調節
容量を除き､不特定用水･水道用水･工業用水に利用さ
れており、買い上げ可能な容量は存在しないため､利水
対策案として詳細検討は行わない。

’

●ダム使用権の振替(県のダム検証資料より）

33

ダム名

Q一

凸

,:所在地
ご 使用目的

注）

j総貯水容量

(千m｡)

利水容量

(千m｡）

江永ダム 佐世保市 F・N 834 28C

猫山ダム 〃 F.N 330 1C

野々川ダム 波佐見町 F・N 1.050 2“

樋口ダム 佐世保市 F､N・W 269 106

つづらダム 佐世保市 F､N､W 365 217

箇吹ダム 松浦市 F､N,I 2,010 1,44C



【参考:過去の渇水(S50年度以降)】

く給水制限の実施に至った渇水＞

｜昭和53年度|_鼬噸聞馳制限旦如1月固＝
「輌6~7年度'最大43時間断水制限日数264日間

【 ー」－－－一一一一一一一＝一目“－－－．.－－．－－．一一．－．－－．－－－－－－－“－－〃．ー

「平成'7報｜_漣齢ZK副限劉唖蝿旦固__－

…j誕鎗捌陛劃唖麹岨間－－
※平成19年度は断水実施を決定し､全世帯に広報した直後に大雨があり、

断水実施は直前で回避された。

H9年度に水道料金

25％値上げ 渇水対策経費の支出､給水制限

に伴う減収が､水道料金値上げの一

因となった。~、

ﾄｰ~ﾖ耀群料金
」

＜給水制限の実施決定に至った渇水（実施直前に大雨が降って回避）＞

「藤ﾛ57年度124髄断水Q実腫伽旦E201唖蝿

1 昭和58年度≧罷榔限圭血蝿蹴醐”隆函一

F雨証9年度1給獅陛諏測旦註9]m鵬函－－

「昭和馴年度1値捌限誕哩週酎EWmmg1嘩函

旧平成元年風12盤面雛畦施?醐号哩皿唯函

H6～7 の主な渇フ

【支援水の輸送】

《陸上輸送》

・ダンプ､トラック借り上げ

・トレーラー委託

・取水施孜工事など ：－約23-9億円
《海上輸送》

・バージ船委託

・輸送船委託

・仮設送水管工事など ‐望

【給水制限作業関係】

・給水栓の開閉作業
トー約19．6億円 計

・作難II[両の手配
トー釣・作業工具の準備など

【臨時給水関係】

。ﾄﾗｯｸ借り上げ トー約0.3億円
・臨時給水所設置など

ざ
【河川取水関係】

・仮設送水管工事 トー約30億円
・ポンプ運1伝委託など

【その他】

・広報関係 ；－約3.8億円 一
・タンク賊入など

１
１
１

ｌ
Ｉ
Ｉ
ｆ
ａ
Ｐ
３
Ｉ
４
Ｂ
ｆ
Ｌ
Ｂ
０
Ｉ
Ｉ
ｉ
１
１
１
ｌ
５
１
０
６
Ｐ
１
Ｆ
６
Ｂ
Ｉ
Ｆ
ｑ
４
■
Ｉ
１
Ｅ
ｆ
ｉ
Ｉ
ｊ
ｖ
８
Ｉ

＜渇水対策本部設置などの警戒体制に移行した渇水＞

…蕊”,壷貢。蕊平”錘剰

F爾和62毎慶Jに悪"0年度"11℃平成23年震I

F”4年度’零函'年度｣…
蕊平成毒厨|低乎…灘】潔鰡曾鮒或馴の"('2月)'二

(石木ダムの当初の完成年度)以降の40年間で､ 19回の渇水となっている。８
０
－
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【参考:異常気象の進行について(気象庁発表資料より抜粋)】

(第2軍異常気蝶と気候変動の将来の見通し〉

異常気象レポート2014
i虻,恥Iこおける世界のW鼎･気蝋と侭倣廻りj

～どの‘火態と兇汕し～（Ⅷ）

(3) 日本の降水量

以下に、「地球温暖化予測|青報第8巻（気象け:，

2013)」で公表したSRESA1Bシナリオでの降水

l,t変化に関する結果の一部を紹介する。

図2.2.13は年及び季節別の降水早暑の将来変化

である。全国平均では、年降水鑿は約100mmlW

加する予測となっている。これは現在の観測され

る年降水\:の全国平均に対して概ね5％程度の増

加率に{:'1当する。季節別では、秋を除いて将来は

増加する似向となっているが、統計的有意性を考

慮すると、夏は年々の変動が大きいため北ロ本n

本海側を除き有意な増加ではない。冬と春の太平

洋側ではいずれの地域も有意な｣H加となっており、

第2.2.2項（2）で述べた水蒸気城の贈加とストー

ムトラックの北方向への移動が影鋒していると考

えられる。

短い時間に降る大雨や強雨については、III身界の

予測と同様に日本でも増加する予測紡果となって

いる。図2.2.14は、強雨（ここでは1時間降水量

の多い力から上位5％の降水現象）によってもた

らされる降水冠の変化率を表している。増加は全

国的な傾向として現れており、年降水塗の変化よ

りも明瞭である｡図2.2.15は､111寺間降水里50mm

以上となる非常に激しい雨の1地点当たり年間発

生回数の変化を示す．全ての地域で、統計的に有

意な増加が予測されている｡20世紀未頃の気候で

はこうした降水が稀にしか発生しない北日本も含

めて､21世紀末の気候では頻度が明瞭に増加する‘

強雨の鎧度が増加する一方で、無降水『|も増加

{え ルR 27年3 jI

風嘆庁

することが予測されている。図2.2.16は、無降水

11 (ここではR降水量1立､1未満）の年間|1数の

変化をボす。年々変動が大きい沖縄・奄美を除い

て、有意に増力llする傾向となっている。

窯遥水日の年濁日数の支化
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【参考:既存ダムの老朽化】
く課題＞

・戦前のダムは、構造図等の奮料

がない。（空襲で焼失）

。直ちに破損する危険性は低いが、

老朽化は著しい部分もある。

・安定水源不足の現状では、運用停

止を伴う改修工事等は、給水の安

全性を大きく損なうため、蒋手し

にくい状況にある。

・新規水源確保により、給水の安全
性を高めた状態で着手するのが望

ましい。

取水設備

耐用年数 経過年数

40年 107年 H18年度に堤体補強

40年 87年

40年 75年

40年 71年

40年 60年

40年 47年 当初建設分の取水設

40年 10年

87年

当初建設分の取水設

堤体

耐用年数 経過年数

40年 107年

80年 87年

80年 75年

80年 71年

80年 60年

75年

備考水利権量ダム名

6,3001n'/B山の田ダム

転石ダム

菰田ダム

相当ダム

川谷ダム

2,700m'/B

12,600m'/B

5,700m'/B

13,300m'/B

備は耐用年数を超過
14,800m'/日 80年 10年下の原ダム
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【参考:渇水を軽減するための主な対策】

く従来からの対策＞

給水量を減らすための恒常的な対策

・佐世保駅周辺地域における再生水事業の展開。

・市民への節水コマの無料配布。

・小学校教育における本市の水事情の周知(社会科の副読本)。

・水道料金体系における従量制の実施(多く水道を使用するほど単価が高くなる）

・公共施設への雨水タンクの設置

渇水の兆候があるときに､給水量を減らす対策

・大口需要者(基地関係､造船､大型商業施設､ハウステンボスなど)に対して､個別に､節水を依頼。
（状況に応じて､節水計画書の提出を求める｡）

・市民に対する節水広報(広報紙､広報車など）

＝ 時にダムの貯水を温存するための緊急対課

･農業用溜池の管理者との協定に基づき､溜池から河川に放流｡（河川取水を増やし､ダムを温存）
（※ただし､非漕既期に限られる）

．同じく､民間企業所有の井戸から河川に放流｡（河jll取水を増やし､ダムを温存）

･河川管理者による渇水調整に基づく､緊急的な､他の水利権者(電力会社等)の水利権の一部融通

･河川管理者の承認に基づく､水利権の柔軟な運用(水利権量を超えた緊急取水）

＜現在進めている新たな対策＞

渇水の兆候を早期に把握するための対探

･気象庁の降雨予測データを用いた､ダムの貯水量予測システムの活用による長期予測

)7



【参考:過去の水道料金増額の影響】 H21 1H19-H21平均||H19 H20 H22

64，349

62，125

66，013

66，866

65，430

64，554

61 ，451

63，342

61，500

59，528

明
一
明

67，223

66，590

63，605

64，702

64，533

63，444

66，091

65，120

64，912
･直近で､水道料金の増額を行った年は平成22年4月1日。平成22年度の月
別有収水量と過去3年間の実績平均値を比較する。

明
一
廻
明
一
明

70，363

71，344

71，349

70，014

68，715

67，561

65，941

68，390

68，453

67，862

67，213

４
７
５
０

－
唖
》
唖

５４６６

66，069

63，326
･右表の数値は､本市の水道料金の検針が2ブロックに分けて2ケ月に一度で交

互に行っているため､水量の1／2ずつを各月に割り振って算出したもの。（従って、
4月の数値には､3月分の1／2を含む）

10月

11月

65，103

63，910

63，570

64，11864，123

62，371

59，872

64，319

62，370

60，212

蛎
一
相

59，820

57，846

63，546

59，481

61，520

59，310

63，233

59，791

3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月11月12月 1月 2月 3月
検針 検針 検針| |検針 !検針’ 検針 検針

検針！ 検針 検針’ 1検好｜ ，検針” 検針厩
明
一
羽

62，064

60，164

64，089

59，729

２
３

７
５

５
２

４
９

６
５

月別有収水量

75000

→－H22

-H19-H21平均

70000

65000

水道料金増額後の有

収水量であることが明

らかな5月がもっとも減

少が大きく､その後も一

定の減少が続いている

が､ 11月頃から概ね平

年並みとなっている。

60000

55000

50000
･増額に伴う一時的な節

約意識の高揚が影響し

たことが考えられる。

水道料金増額の影響が秋頃まで続いている。

1 1月頃から平年並みに戻っている。
45000

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月
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長崎県の石木ダム本体の工期変更に伴う佐世保市の水源確保の方策への影響につい

て、提示された検討資料を基に直近の社会経済情勢等を踏まえて判断した結果を次のと

おり示す。

最初に、長崎県は、多くの部分を急峻な斜面地で構成され、海際にまで斜面地が迫っ

ているリアス式海岸の特徴を有している。特に、長崎市や佐世保市のような良港を有す

る地形周辺には大河川が存在せず、総じて河川の延長は短く急勾配であるため、全国的

に見ても特に水資源に乏しい地勢条件下にある。過去においては、昭和40年代前半ま

での長崎サバクに代表されるように、市民への水道供給の安全を損なう事態が繰り返さ

れている。

市民のライフラインを預かる行政は、水道インフラの整備においては、このような地

勢条件、過去の経過を十分に認識したうえで、長期的な視野で計画策定を行う必要があ

る。佐世保市の地勢条件を鑑みれば、水資源確保に関して特にシビアなリスク管理が求

められる。このことを踏まえ、以下に佐世保市における水源確保方策における所見を示

す。

近年は、少子高齢化に伴う人口減少や節水家電の普及により、全国的に水需要が減少

又は頭打ちになってきている。このような中、佐世保市は平成24年度に水需要予測を

行い、水源確保の方策を策定しているが、平成27年12月に長崎県が石木ダムの完成

年次を平成28年度から平成34年度に6年間延長することを決定した。このことを受

け、直近の水需要の実績等を踏まえ、佐世保市の水源確保の方策の変更を要するような

急激な社会経済情勢等の変化の有無について、項目毎に示す。

佐世保市が平成24年度に実施した水需要予測（以下「H24水需要予測」という）で

は、過去実績に基づき人口減少や節水家電の普及が今後も進んで行くことを内包した予

測を行っており、有収水量全体では、予測値と実績値に目立った差異は生じておらず、

大筋として水需要に関して、将来の水源確保の必要性の変更を伴うような急激な情勢変

化があったとは認め難い。平成26年度に約5％程度の開きが生じているが、同年は記

録的冷夏に見舞われ、西日本の夏場の平均気温は過去最低水準となり、日照時間も短か

ったことを考慮すれば、このような冷夏が、今後も毎年続くとは考えられず、このよう

な一時的な気象要因を持って、将来の水源確保の方策の変更を行うのは、市民生活を支



えるライフラインの計画として妥当性を欠くものである。

以上を踏まえ、用途別有収水量について個別に見ると、佐世保市の水需要の大半を占

める生活用水においては、まったく乖離は認められない。H24水需要予測では、人口減

少や節水機器の性能向上と普及が、これまでと同様に今後も持続するとの考えに基づい

た予測が行われているが、近年では節水機器の性能の向上は限界を迎えてきていること、

普及についても徐々に頭打ちになってくることが想定される。また、人口減少について

も、地方創生等の国策が推し進められていることを考慮すれば、どこかの時点で下げ止

まりとなる可能性も考えられる。従って、水源確保策の変更を要するような状況ではな

いと判断する。

業務・営業用水についても、H24水需要予測とその後の実績において乖離は認められ

ない。業務・営業用水は、地域経済情勢の影響を強く受けるものであることから、経済

情勢に起因して流動的な変動をすることが想定される。特に近年の佐世保市経済は、観

光産業を中心に徐々に発展しており、東アジアを中心とした外国人観光客を多く受け入

れていることを踏まえれば、国内経済のみならず海外経済による影響も考えられる。佐

世保市の観光客数は平成24年度以降、大幅な増加傾向を辿っているが、中国を中心と

した東アジアの経済成長によるものとも考えられる。佐世保市内では、観光業やホテル

業の拡張が進められており、今後、有収水量が増加することが考えられる一方で、中国

経済は減退傾向にあり、観光客数は頭打ちになることも考えられる。将来の水源確保策

の変更の要否については、これらの動きを見定めた上で判断する必要があり、性急な判

断をするのは妥当ではない。なお、米軍及び自衛隊については、将来の国防方針につい

て判断できるものではないが、防衛省の見解に沿った形で予測され、その後の実績値に

目立った差異が認められないことから、水源確保の方策の変更を要する必要性は生じて

いないものと判断される。

工場用水については、H24水需要予測では、小口需要・大口需要ともに過去20年実

績の平均値への回復が見込まれており、小口需要に関して乖離は認められない。大口需

要については平成25年度、平成26年度とマイナス側に差異が大きくなっており、こ

れが拡大していく可能性の有無について慎重に判断する必要がある。大口需要は市内の

造船企業とされ、平成27年度以降の予測の内容が大きく変わっていることに着目する。

当該造船企業については、平成27年度から経営形態を変えることが見込まれており、

船体修繕作業に伴う瞬発的な水道使用を計画一日最大給水量に対応させる予測を行っ

ている。従って､大口需要に関しては､平成24年度から平成26年度までの3ケ年と、



平成27年度から平成36年度までの10ケ年で予測手法が大きく変わっており、特に

後半の10ケ年に主眼が置かれた予測となっていることから、平成27年度以降の予測

値と実績値の推移を見なければ､H24水需要予測を改める必要があるかどうかを適切に

判断できるものではない。造船企業は観光と並び佐世保市を代表する基幹産業であり、

水道はこれら産業を下支えする重要インフラであることから、長期的展望に立って安全

な計画を策定することが望ましく、短期的な拙速な判断は厳に慎むべきである。

その他の用水については、全体水量がごく少量であるため重要度は低いが、大型客船

等の新たな動きがあり、今後、工場用水と同様に瞬発的な水道使用があることも想定さ

れるが、H24水需要予測を否定するものではない。

次に、水需要予測の目的である水道施設の能力規模算定において重要な数値となる有

効率及び負荷率について検討する。

有効率については、H24水需要予測とその後の実績に全く差異が生じておらず、有効

率の維持・向上が図られているものと思われ、現時点で目標値の変更の必要は認められ

ない。有効率の向上は今後鈍化していくことが想定されるため、実績の推移を見ながら

の判断が求められるが､取分け老朽管対策に関しては、全国的に、水道事業体の料金収

入に対して更新需要が大き過ぎることが問題となっており、漫然と老朽化対策を進める

ことは、市民に水道料金という形で負担を強いることに繋がるものである。一方で、水

資源の確保は、世界規模での異常気象に起因して、より困難となってきており、貴重な

水資源を浪費することも極力避けなければならない。佐世保市の有効率は全国的に見れ

ば一定優良な水準にあるが、佐世保市の水道施設は全国で最も古い水準にあることから、

全国他都市に先行して、老朽化の問題が避けがたい課題になってくることが明白である。

従って、今後の老朽化対策に対しては、長期的な財政状況の見通しを立て、市民への負

担を最小化できるよう効率的に行う必要があると同時に、全国的な問題の先行事例であ

ることを認識し、国に対しても、交付金の在り方を含めてしっかりと意見を伝えていく

ことを望む。

負荷率については、H24水需要予測では過去最小値の平成11年度の実績値を採用し

ており、 3年が経過した現在でも変化はない。個人的には、観光、造船、基地と多様な

水需要を抱える佐世保市は、突発的な水需要のピークが重なることが十分に想定され、

その場合、水源不足の煽りを受けるのが佐世保市民に他ならないことから、より安全な



負荷率を設定することが望ましいと思われるが、過去実績に基づいて設定された現在の

計画負荷率を据え置くことを否定するものではない。

以上のとおり、水需要に関しては、水源確保の必要性の変更を伴うような急激な社会

経済情勢等の変化は認められない。ただし、業務・営業用水における小口需要、工場用

水における大口需要、その他の用水に関しては、流動的要素が認められることから、今

後数年の実績の推移を見て、長期的視野に立って、適切な判断をしていくことが望まし

い。

代替案立案の可能性については、平成24年度以降の3ケ年において、大きな技術革

新は認められず、佐世保市の地勢状況についても変化があるものではないことから、既

得水利の転用等の、他の権利者の動向に起因するもの以外については、新たな立案可能

性は無いものと認められる｡他用途ダム買い上げ､既得水利の転用、ダム使用権の振替、

他事業からの受水に関しては、資料によると関係権利者に動向変化が無いとされている

ため、この限りにおいては立案可能性は無い。なお、今後、新たな技術革新に期待する

ものであるが、佐世保市水道事業としては、前述したように今後の更新需要への課題と

貴重な市民の水道料金を預かる重責を認識し、新技術が開発された場合においても、大

都市圏で十分な実績が作られるのを見て、慎重に検討することを望むものである。

その他、検討資料の内容において、特に問題は認められず、佐世保市の水源確保の方

策の変更を要するとは認められない。

最後に、今回は、一人の学識経験者として、石木ダム建設の6年延長に伴う水源確保

策の変更の要否について検討したものであるが、佐世保市上下水道事業経営検討委員会

の委員長の私見としては、安易な工期の延長は容易には認め難いことを指摘する。

石木ダムは通算40年以上の工期延長を繰り返しており、その間に、市民には耐え難

い大規模渇水や、渇水対策経費の支出が一因となった大幅な水道料金値上げを2度行っ

ている。いつまでもインフラ整備の遅れを引きずっていては、先にも述べた増大する更

新需要への対応もままならず、特に、既存ダム等の基幹施設については、本来、バック

アップ能力を具備していなければ改修工事の着手すら望めないが、バックアップ能力は

おろか、通常の安定給水のための能力も不足している現状では、市民への安定給水とい

う水道最大の使命が損なわれるリスクが高い。今後、石木ダム完成を前に、渇水や老朽

化によって市民への給水が損なわれ、また、それを原因として三度水道料金が値上げさ



れるということは許容できない。水源確保問題に関しては、工事等の進捗の方法等には

言及しないが、速やかな進展を図ることを強く求めるものである。
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